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第３部 ソレールの特徴である高度な演奏技巧に着目して特徴的な 6 曲のソナ
タを選び、その世界を堪能させた。華麗な技巧のみならず、主題提示、
転調の多様さ、効果的な反復など、ソレールの作曲上の特質も演奏に
よって明確に示された。 
第４部 プログラムの締めくくりとしてアルベニスを演奏することによって、
ソレールの演奏技巧が近代スペイン音楽にも通じているという奏者の
見解が示された。 
 
上記のプログラムはコメントを含めて 80 分近く要したが、奏者のきわめて高い
演奏技術と集中力、また作品を熟知していることによる構成力、音色の変化、巧
みな対位法の扱いなどによって、聴衆を一瞬も飽きさせることなく、感動に満ち
た演奏会となったことは審査委員全員の一致した感想である。 
 
一回の演奏会のなかで、一人の奏者がチェンバロとフォルテピアノの演奏を加え
たことも、これからのピアノ演奏の探求の可能性として評価したい。 
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